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梓
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・
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携
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設

第
六
競

五
六

カ
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
白
機
構
」
の
吟
味

第
三
十
巻

九
一
六

苑

説

|lJE 

カ

ツ

セ

ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
機
構
し
の
吟
味柴

都足

III 

一
序

カ
氏
の
枇
曾
経
梼
原
軌
を
評
す
る
じ
営
っ
て
ナ
イ
ト
氏
が
い
み
じ
く
も
言
つ
士
標
仁
、
カ
氏
の
「
憤
格
形
成
の

機
構
は
、
「
金
忽
の
精
髄
」
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
は
、
「
す
ぺ
て
の
債
格
は
同
時
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
何

れ
の
債
格
が
原
因
で
あ
り
何
れ
の
債
格
が
其
の
結
果
で
あ
る
さ
言
ふ
様
な
順
位
は
、
債
格
相
互
の
間
に
は
存
在
し

な
い
」
ご
言
ふ
事
、
「
従
っ
て
、
供
給
の
側
に
於
け
る
客
観
的
要
素
に
優
先
的
地
位
を
認
め
る
所
の
客
観
慣
値
設

又
は
需
要
の
側
に
於
げ
る
主
観
的
要
素
に
優
先
的
地
位
を
認
め
る
所
の
主
観
債
値
読
は
不
可
能
で
あ
る
〕
さ
言
ふ

事
を
明
ら
か
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
「
経
済
上
の
分
配
の
本
質
は
常
に
、
此
の
方
程
式
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
所
の
、
世
舎
的
生
産
過
程
に
於
い
て
協
働
す
る
生
産
手
段
に
劃
す
る
債
格
形
式
に
存
す
る
」
の
で
あ
り
、

Cassl， Cll:staV: Theorti凶eche Sozialokollo回目 I. /iU呂田 1918，2. verbes. _Auf1. 
1921， 3. verbes. Aufl. 1923. 4， veTbes. u. wese:ntL enveit. Aut1. 1927!_ _ (以下
ヲl用は四版による。合ほ需として参照する所は、大野信三氏詩ト一一但しこれ
は第三版白書事である〕
Kni耳ht;-i.-ri.c.:;ss~Ps Theoretische Sazi礼lokonoIT山， The Qnarteτly Jonmul 
of Eronomis， XXXVI， 1922， P咽 150•
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従
っ
て
そ
れ
は
結
局
経
済
理
論
の
金
鴨
系
佐
規
定
す
る
規
定
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
。
乍
併
そ
れ
は
た
Y

に
カ
氏
の
理
論
盟
系
仁
さ
っ
て
中
心
的
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
は
無
い
。
蓋
し
若
し
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
執

が
妥
営
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
口
々
は
茸
(
慮
に
、
資
本
主
義
一
耽
曾
の
機
構
の
金
瞳
的
把
握
へ
の
来
礎
を
求
め

得
る
事
三
な
る
で
も
あ
ら
う
か
ら
、
後
じ
引
用
す
る
所
に
よ
っ
て
ま
(
の
一
端
ぞ
窺
ム
事
が
出
来
る
様
に
カ
氏
設
に

掛
し
幾
多
の
評
論
が
書
か
れ
て
ゐ
る
さ
言
ふ
事
は
、
買
に
故
無
し
ご
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
之
等
の
評
論

は
、
或
は
カ
氏
読
を
其
の
ま
、
受
け
容
れ
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
旬
、
或
は
然
ら
や
ざ
す
る
も
、
或
は
カ
氏
読
さ
ヲ

山
て
フ
設
さ
の
関
係
、
或
は
リ
ノ
カ

y
r説
中
」
の
開
係
、
或
は
主
観
憤
値
説
(
従
っ
て
限
界
生
産
カ
読
)
に
劃
す
る
カ
氏

の
態
度
、
戒
は

T
1
ν
ャ
Y
設
に
調
す
る
カ
氏
の
純
一
陣
内
、
戒
は
カ
氏
の
補
充
的
諸
原
則
の
取
扱
志
、
等
々
を
問
題

さ
し
っ
、
カ
氏
設
を
批
判
し
又
は
補
正
せ
ん
さ
寸
る
も
の
で
あ
っ
て
市
、
男
氏
の
悲
恋
的
方
科
式
組
織
主
の
も
の
の

委
営
性
じ
は
鯛
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
本
稿
は
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
其
の
も
の
を
吟
味
し
、
以

て
、
資
本
主
義
一
枇
曾
の
機
構
の
研
究
上
ぞ
れ
が
有
し
得
ぺ
き
安
常
性
の
限
界
の
一
而
を
明
か
に
せ
ん
ざ
す
る
も
の

で
あ
る
。

一一
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
の
大
要

般
に

n
種
類
の
享
楽
財
が
あ
っ
て
、
其
の
債
格
は
P
H
:
:
:
九
で
あ
り
、
其
の
債
格
に
於
い
て
需
要
さ
れ
る
其
の
量

は
民
・
凡
で
ゐ
る
ご
す
る
。
此
の
需
要
さ
れ
る
各
享
業
財
の
量
民
:
:
:
刊
は
、
各
享
柴
財
自
身
の
債
格
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
ば
か
ら
で
な
く
、
購
買
者
が
買
は
ん
さ
欲
す
る
其
他
の
す
べ
て
の
享
柴
財
の
債
格
に
よ
っ
て
も
左

設

第
六
時
砧

五
ーヒ

カ
ツ
七
ル
氏
白
「
債
格
形
成
田
機
構
」
の
吟
味

第
三
十
巻

九

七

;l1s 

Cassel: Fundamental TllOUghts in El"On~コ皿ies ， 円 29，P・ 93目

Cassel: ibid. p. 94 Vgl. Derselbe: Theoretische. S. 1[23-6， 135-42 
Cassel: Theoretische s. 127，課203JiC
カ氏白枇舎経済原論第一巻第四章第十六節「均衡問曹の算術的論述Jo. Jl7 
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説

力
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
の
機
構
」
白
吟
味

苑

第
三
十
巻

九

i¥. 

第
六
波

五
ノ」

右
さ
れ
る
。

が
得
ら
れ
る
。

だ
か
ら
葉
の
量
は
す
〈
て
の
債
格
の
画
数
さ
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
突
の
方
程
式
組
織

(
H
)
 

H
4同

H
F〈
同

J
:
j
i
-
-
・3
戸

)

宮崎

H
吋
泊
(
間
以
陪

-ji----P-)

Z
M
d
H
F
w
(
H
U
-
-
・
:
:
同
J
-
)

(

品

)

所
で
、
均
衡
的
交
換
艦
梼
に
於
い
て
は
各
種
享
楽
財
の
需
要
は
其
の
供
給
さ
一
致
す
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て

v
h
H
b
r
 

回

同

4

:

b

'

寸

加

ト

4
4
N
H
H
h
守，
N
a
.

，........ La
a
=

川
J
h
d
F
=

(
日
〉

f
L

す
る
事
が
出
来
る
o

此
の
場
合
九
:
:
:
九
は
各
種
享
柴
財
の
供
給
量
で
あ
る
。
故
に
山
一
に
依
っ
て

〆-、
"" 、-'

3
(同

J

:

・i
t
-
-
可ロ)日〉時

吋同
(
-
J

・・・:・司巴)日〉同

司

r司、
'""0 

M 

回

、--'
11 

〉

さ
な
る
。
従
っ
て
、
若
し

R
・
:
:
九
又
は
九
:
:
九
の
値
が
輿
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
他
の
未
知
数
の
値
は
そ
れ
か

ら
算
出
さ
れ
得
る
も
の
さ
な
る
。

突
に
般
り
に
、
P
も
A
も
共
に
未
知
数
で
あ
り
、
供
給
は
生
産
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
行
は
れ
る
さ
す
る
。
而
し
て

r
種
類
の
生
産
手
段
が
あ
っ
て
、
其
の
債
格
は
ど
:
:
・
ど
で
あ
る
さ
す
る
。
そ
し
て
、
生
産
物
一
間
単
位
を
生
産
す
る

に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
そ
れ
ぞ
れ
の
量
即
ち
技
術
係
敷
又
は
生
産
係
数
1
1
i
そ
れ
は
此
の
場
合
既
知
数
ざ

し
て
取
扱
は
れ
る
!
ー
を

a
さ
言
ふ
記
就
で
あ
ら
は
す
事
に
す
る
。
卸
ち
生
産
物
ー
の
技
術
係
数
は

回目]{・・・--邑]円

指ナ。
Jan1Din， Alfred Die Lehre von der Preisbildnng~ 1927 
Scnumpeter， Joseph: Gustav Cassels theoretische Sozialot、onomik，Schmolh:r5 
Jahrbuch， 5'-" J~j1rgang， 2 Heft. 1927.-Valk. Willem L. The Principle.~ "f 
もNages， 1928 (此の監にう奇特に Valk: Het theoret凶 h.econ叫 n叫 h.telsel 
v::m Gustav， Cassel I926を参照ナる必要があると思ふが、未だ手にするを得
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生
産
物
2

の
技
術
係
数
は

g
i
-
-
-言
、
等
々
、
而
し
て
生
産
物

n
の
技
術
係
数
は

E
E
-
-
f
ロ
買
で
あ
る
ご
す

る
。
此
の
場
合
、
各
種
の
生
産
物
の
生
産
が
い
づ
れ
も
す
べ
て
の
種
類
小
生
産
手
段
を
要
す
る
わ
け
で
は
無
い
か

ら
此
の

a
の
或
る
も
の
は
零
で
あ
る
さ
言
ふ
事
は
勿
論
で
あ
る
。
均
衡
が
達
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
或
る
生
産
物
の

一
盟
位
を
生
産
す
る
矯
め
に
要
す
る
各
種
の
生
産
手
段
の
債
格
の
総
計
は
、
業
の
軍
位
の
債
格
に
等
し
い
筈
で
あ

る
。
従
っ
て
衣
一
の
方
程
式
組
織
が
得
ら
れ
る
。

(

山

)

2
2
-
4
・2
2
M
J十
j
i
-
-
・:+ロ』『
f
n
U
3

3
2回

+mmω
示
IT---:
・・・・十白
M
H
」司

H
-
J

U
N
草刈

l

十

mwHB日
I

十

J
'
'
:
・
十

2
1
r
H
H
J
d

A
1眠
り
に
各
種
の
生
産
手
段
の
債
格
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ご
す
る
。
さ
う
す
れ
ば
.
向
に
よ
っ
て
草
柴
財
の
債

格
巳
:
:
:
九
を
算
出
す
る
事
が
出
来
る
。
然
る
に
一
度
享
柴
財
の
債
格
が
輿
へ
ら
れ
、
ば
、
凶
じ
従
っ
て
各
軍
位

期
間
に
於
け
る
各
種
の
享
楽
財
の
需
要
量
問
・
:
・
:
凡
、
従
っ
て
何
よ
っ
て
各
草
枕
期
間
中
に
生
産
せ
ら
る
ぺ
き
各

種
の
享
柴
財
量
九
:
:
:
ん
を
知
る
事
が
出
来
る
。
従
っ
て
之
れ
に
よ
っ
て
、
一
定
の
翠
位
期
間
に
必
要
て
き
れ
る

生
産
手
段
の
量
を
算
出
す
る
事
が
出
来
る
。
卸
も
繕
績
的
に
各
車
位
期
間
中
に
生
産
物
1

の
一
軍
佐
を
生
産
す
る

矯
め
に
は

S
H
i
-
-
Z
だ
け
の
生
産
手
段
乞
必
要
ざ
す
る
。
従
っ
て
其
の
車
位
を
生
産
す
る
矯
め
に
は

BHE---

・
:
F
E
だ
け
の
生
産
手
段
を
要
す
る
。
而
し
て
其
他
の
生
産
に
就
い
て
も
同
様
で
ゐ
る
。
従
っ
て
ん
・
:
:
九
だ

け
の
生
産
物
が
繕
績
的
に
生
産
さ
れ
得
る
潟
め
に
は
、

(

ロ

)

生
産
手
段
ー
を

2
下
回
+
白
日
2
+
:
・
:
:
+
2
王
fE
だ
け

説

苑

カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
田
機
構
」
白
吟
味

第
三
十
巻

九

九

第
六
時
四

五
九

ない白は残念である〉、
Amonn， A. l{.ic;1rdo~ a15 Begrunder der theoretierhen Nati.oralokonomIe. 1924. 
5 1l8-1，1Ikas， Ed: Ricaτdo und Cassel， Jahrbucher fu:r nat.ionalokonornie u 
statis. Bd. 119 1922. 
Amonn， A: Ca師 Is.Sytem der theoretisehen Nationalokouomie， Arcbbr • f. S"y. 
u. 5p. Bd. 51， 19Z4，ーSchumpeter，a. a. 0市-Wcibell，Iζunt， Zur Vertcidigung 
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説

苑

カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
白
機
構
」
由
吟
味

第
三
十
巻

先h

o 

第
六
抽
出

六
O

生
産
手
段
2
を

J
u
p
+
白日

'
r
+
:
:
:
:
・
+
p
t
p
z
だ
け

生
産
手
段

T
E
E
-
司
k
f
十
g
r
+
・
・
・
+
f
t
r
だ
け

必
要
ご
す
る
。
故
に
之
等
の
分
量
は
静
態
的
経
慣
に
於
て
は
、
各
車
位
期
間
に
必
要
ざ
さ
れ
る
生
産
手
段
じ
謝
す

る
消
費
の
間
接

ω需
要
を
一
不
す
。
然
る
に
、
之
等
の
各
生
産
手
段
に
罰
す
る
需
要
は
、
不
足
の
原
則
に
従
っ
て
、

営
該
車
位
期
間
に
所
介
さ
れ
得
ぺ
き
各
生
産
手
段
の
量
ー
ー
ー
そ
れ
を
凡

-
n
h

ぎ
す
る
|
|
に
等
し
い
筈
で
あ

る
。
蓋
し
、
生
産
手
段
に
謝
す
る
需
給
の
均
衡
を
得
る
矯
め
に
必
要
な
程
度
ま
で
需
要
を
制
限
す
る
さ
百
ふ
一
事
一
九

憤
格
形
成
の
使
命
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
衣
の
方
程
式
組
織
が
得
ら
れ
る
。

〈
J

『
〉

河

m
H
2
1
f
+
m
w
M
M
K
H
N
十
・
j
i
-
-
-
+
F
H
〉
z

-
N
N
H
m
w
M
M
〉
同
+
出
目
〉
ω
+
・
:
:
・
+
担
割
ゐ
〉
ロ

同
制
可

M
m
v
z
k
f
+
m
w
同
『
k
p
N
+
:
・
・
:
+
回
同
副
司
k
p
=

却
も
我
々
は
嚢
き
に
は
慌
h
J
に
生
産
手
段
の
慣
格
仙
f
i
-
-
%
を
既
知
数
ざ
し
て
取
扱
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
其

の
促
定
を
捨
て
、
も
そ
れ
を
未
知
数
だ
さ
す
る
も
、
生
産
手
段
の
供
給
量
u
h
-
-
:
凡
の
憤
さ
へ
奥
へ
ら
れ
る
な
ら

ば
、
方
程
式
組
織
mwを
通
じ
て
、
生
産
手
段
の
債
格
匂
:
:
:
%
を
知
る
事
が
出
来
る
。
蓋
し
、
生
産
物
量
Ah--::

ん
は
比
の
場
合
方
程
式
組
織
問
及
び
叫
に
従
っ
て
生
産
物
の
債
格
D
H
・
:
:
止
の
画
数
で
あ
り
、
従
っ
て
方
程
式
組

織
問
に
従
っ
て
生
産
手
段
の
債
格
q
:
:
:
%
の
画
教
で
あ
る
。
故
じ
方
程
式
組
織
何
は
未
知
数
ざ
し
て
生
産
手
段

の
債
格

r
ケ
を
合
ん
で
ゐ
る
。
然
る
に
方
程
式
組
織
何
は

r
ヶ
の
方
程
式
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一

般
に
未
知
数
の
決
定
に
は
十
分
で
あ
一
る
。
故
に
債
格
形
成
の
問
題
は
韮
に
考
察
し
た
場
合
じ
就
い
て
は
完
全
に
解

ぜ.lerGrengunt7.enlehre， Zeitschrift 王 d.ges'，nte日tw.6:;. Jahrgn.ng， 19∞一
Edeworth. F. Y.: Pakers Relating to Po1itial Economy.百'01.j II. p， 270ーー

高田保馬教授「生産係数に就て」債格と濁占
ζ れは前惑の知〈、 Cassel:Theoretiseche. S.日 7'-126に謹べたれる所であ
るが、慨に、 GrlmdTisseiner elementaren Preiskhre. Zeitschrift f. d. gesanre 
Staatswis・55J ahrgang， S. 395-458に於いて展掴されてゐる。
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決
を
得
た
の
で
あ
る
。

卸
も
債
格
の
決
定
に
は
三
群
の
決
定
要
素
が
あ
る
。
第
一
は
享
楽
尉
の
債
格
じ
よ
っ
て
需
要
量
が
左
右
さ
れ
る

閥
係
を
示
す
量
で
あ
り
、
第
二
は
技
術
的
に
生
産
費
を
決
定
す
る
所
の
技
術
係
教
で
あ
り
、
第
三
は
生
産
手
段
の

供
給
量
1
l
l
我
々
は
そ
れ
を
既
知
数
さ
偲
定
し
た
ー
ー
で
あ
る
。
第
一
群
は
債
格
問
題
の
主
観
的
要
素
さ
呼
ば
れ

得
る
も
の
で
あ
ち
、
第
二
及
び
第
三
群
は
客
観
的
要
素
ご
呼
ば
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
之
等
の
要
素
は
債
格
決
定

の
矯
め
の
究
極
の
基
礎
で
あ
る
。
従
っ
て
主
観
的
要
素
又
は
客
観
的
要
素
の
何
れ
か
一
方
に
優
先
的
地
位
を
認
め

ん
ご
す
る
主
観
債
値
詑
又
は
客
観
債
値
設
は
不
可
能
で
あ
る
。

ー圃

ー-ー圃

カ
氏
説
仁
封
し
て
錦
3
れ
た
る
評
論

上
越
の
如
き
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
其
の
も
の
の
妥
営
性
を
吟
味
す
る
ご
言
ふ
事
が
本
稿
の
目
的
で
ゐ
る

が
、
我
々
は
此
の
問
題
に
入
る
前
に
、
此
の
問
題
を
取
扱
ひ
得
ぺ
き
程
ま
で
槍
討
を
進
め
た
所
の
諸
評
論
に
於
い

て
此
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
如
何
に
取
扱
は
れ
て
来
た
か
、
さ
言
ふ
事
を
明
か
に
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

カ
氏
は
原
論
第
一
版
序
文
中
に
「
著
者
(
カ
氏
)
の
準
設
に
基
い
て
賃
銀
の
決
定
を
論
じ
た
ぎ
こ
ろ
の
卓
越
し
た

一
書
」
が
バ
ッ
グ
氏
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
事
を
謹
ぺ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
書
は
「
賃
銀
の
賃
際
及
び
理
論

に
開
す
る
唯
一
の
全
く
近
代
的
標
準
的
な
る

E
つ
営
世
的
な
る
著
越
さ
し
て
-
j
i
-
-
-
:
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
]
さ
言

は
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
、
に
、
カ
氏
設
を
基
礎
ざ
し
て
そ
れ
か
ら
出
費
せ
ん
ご
す
る
企
て
の

一
つ
を
見
得
る
か
さ
思
ム
。
カ
氏
読
を
基
礎
さ
す
る
事
は
、
ア
毛
ン
氏
及
び
プ
ア

Y
ク
氏
等
に
よ
っ
て
ち
行
は
れ

説

苑

第
三
十
巻

カ
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
の
機
構
」
白
吟
球

先4

第
六
議

占ノ、

カ民は (1)を、後に、叉 (4)主呼んでゐる。
揮では tりとなヲてゐるが訣憾である。
Gassel: Tlieoretischc Sozialok. 3. Aufi. Vonvort 7.1Jr ers'tcD Aufl. V. 
Bagge. Gosta; Arbeitsl白nesreglering ~~enom satllman stlltningar， 1917・
V. I~ζoιh. Fabian:， Theoretische Sazialokonomie. Von Cassel. The Economic 
Journal， Vo1. 29， 1919・p.335・



設

カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
機
構
」
の
吟
味

~ ノ、

第
三
十
巻

苑

第
宍
披

丸

て
ゐ
る
。

ア
毛
シ
氏
は
一
九
二
四
年
世
曾
科
皐
及
び
枇
曾
政
策
雑
誌
に
「
カ
ツ
セ
Y

の
幽
民
経
梼
原
論
鴨
系
」
さ
題
す
る

百
頁
に
借
る
評
論
を
書
い
て
、
業
の
中
に
「
カ
ツ
セ

Y
の
債
格
形
成
過
程
の
所
論
は
未
ロ
債
格
形
成
過
程
の
解
明

に
非
や
し
て
箪
に
其
の
脅
端
で
ゐ
る
。
品
さ
b
さ
の
依
存
関
係
を
説
明
す
る
矯
め
に
は
、
撃
に
:
:
一
方
が
他
方

の
画
教
で
あ
る
さ
言
ム
事
の
み
な
ら
子
、
一
方
の
他
方
に
劃
す
る
依
存
の
様
態
及
び
仕
方
も
知
る
を
要
す
る
O

L

-
-
-
然
る
に
此
の
事
に
つ
い
て
は
カ
ヅ
セ
戸
設
は
何
物
を
も
語
ら
な
い
。
:
:
:
所
が
、
カ
ツ
セ
Y

に
よ
っ
て
斯
〈
も

誤
解
さ
れ
か
く
も
冷
酷
仁
取
hJ
扱
は
れ
穴
所
の
限
界
効
用
設
は
・
万
じ
此
の
要
求
を
充
す
も
の
で
あ
る

U

或
は
少
〈

εも
充
さ
ん
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
。
「
然
し
な
が
ら
、
債
格
形
成
の
機
構
の
本
質
に
闘
し
て
何
等
か
謀
れ
る
観
念

又
は
不
完
全
な
る
解
揮
が
合
主
れ
て
ゐ
る
さ
言
ふ
様
な
事
は
‘
勿
論
何
人
さ
雄
も
言
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
」
三
越

ぺ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
「
圃
民
厚
律
一
原
論
L

に
於
い
て
は
、
「
は
じ
め
て
最
近
に
至
っ
て
、
買
に
カ
ツ
セ

出

vーが
1

需
要
供
給
さ
債
格
さ
の
聞
の
依
存
闘
係
に
罰
し
て
精
確
な
る
表
現
を
奥
へ
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
」

カ
氏
説
を
補
正
し
っ
、
カ
氏
設
を
採
ら
ん
ざ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
業
の
際
彼
は
「
国
民
厚
生
原
論
」
仁

カ
氏
方
程
式
組
織
を
其
の
ま
、
用
ひ
る
事
な
〈
、
カ
氏
の
ぞ
れ
の
外
に
更
に
衣
の
方
程
式
相
織

」
こ
し
て
、

於
い
て
、

出
陣

H
H
J
、、〈
fi-----2・
:
』
『
)

同

M
H
吋ヘ、
(
s
j
i
-
-・
:
』
司
)

を
カ日
J、、

て刀'
ゐ 1
ム セー.
124)ミ

こ
れ
は
、
'
カ
氏
の
方
程
式
組
織
に
於
い
て
既
知
載
さ
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
所
の
生
産
手
段
の

Amonn， A: Cassel's System der theoretischen Na:tionalokonomie1 Archiv". f. 
Sw. u. Sp. Bd. 5 l' 1924・
Derselbe. S. 42. 
Derselhe: S. 40. 
Amonn， Alfre<I: Grudz.uge der Volkswohlstandsl.elue， 1926目
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一
定
の
も
の
さ
慌
定
せ
や
生
産
手
段
の
債
格
の
画
敷
さ
改
め
た
だ
け
で
あ
り
、

aカ
氏
自
身
既
に
他
の

所
に
於
い
て
論
及
せ
る
も
の
で
あ
人
、
叉
カ
氏
以
前
か
ら
既
に
行
は
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
料
、
軽
視
す
る
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
c

供
給
量
を
、

一
九
二
六
年
に
カ
氏
設
評
論
を
著
し
た
所
の
ア
ア
Y

ク
氏
は
、
同
年
、
「
賃
銀
原
理
」
な
る
懸
賞
論
文
副
論
文

l

l
ぞ
れ
は
後
に
一
冊
の
著
書
さ
じ
て
出
版
さ
れ
た
ー
ー
を
提
出
し
て
嘗
遺
し
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
、
「
牌
来

の
賃
銀
論
は
グ
ザ
ブ

1
グ
敬
授
の
理
論
ぜ
ワ
Y
F
ア
及
び
カ
ヅ
セ
Y

数
授
恨
の
理
論
芯
の
綜
合
に
業
の
基
礎
を
求
め
ね

ば
な
ら
凶
」
ざ
言
ふ
事
を
謹
明
せ
ん
ぜ
す
る
も

ω
で
あ
る
。
ブ
ア
Y
グ
氏
の
此
研
究
は
後
に
V

ユ
fJhmy--
年
報
じ

後
表
さ
れ
た
彼
の
論
文
中
に
よ
く
概
略
当
れ
て
ゐ
る
ο

我
々
は
此
の
雨
者
に
よ
っ
て
彼
の
所
論
の
大
要
を
知
ゐ
事

が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
却
も
彼
仁
よ
れ
ば
、
「
メ
ン
ガ

1
、
ぺ

1
ム
、
グ
ラ

1
グ
探
は
、
故
多
の
生
産
手
段
の
債

格
の
穂
計
は
そ
れ
等
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
生
産
物
の
債
格
に
等
し
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
言
ふ
要
請
に
鹿
守
る
事

が
出
来
ぬ
。
然
る
に
、
ヲ
w
F

夕
、
咋
ノ
ヰ

1
ザ

1
、
カ
ヲ
セ

Y
振
に
岨
到
し
て
は
此
の
批
難
は
賞
ら
な
い
。
蓋
し
、
彼
等

が
分
配
論
の
解
決
の
矯
め
心
援
用
し
た
所
の
諸
要
因
の
中
に
、
前
記
の
要
請
其
の
も
の
が
、
障
に
謀
の
一
つ
ご
し

て
合
ま
れ

τゐ
る
の

rか
ら
」
u

然
る
じ
他
方
「
債
値
論
さ
し
て
は
限
界
効
用
詑
は
:
:
:
全
く
正
し
い
.
」
も
の
で
あ

り
、
殊
仁
、
「
代
用
の
行
は
る
、
場
合
に
は
、
生
産
手
段
に
劃
す
る
許
債
は
、
生
産
手
段
の
債
値
さ
共
に
、
或
る
生

産
手
段
が
ど
こ
ま
で
他
の
生
産
手
段
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
る
事
に
な
る
か
々
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
限
界
生

産
力
さ
言
ふ
要
幽
は
金
瞳
ざ
し
て
は
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
り
」
従
っ
て
、
「
限
界
生
産
カ
は
カ
ア
セ

U
F

の
理
論
に
於
い
て
も
重
要
な
る
役
割
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
又
、
如
何
な
る
場
合
に
も
そ
れ
を
果

設

苑

カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
機
構
」
の
吟
味

占

ノ、

第
三
十
巻

九
二
三

第
六
時
帆

Perselbe: Grundzuge s. 165・備ほ 8. "59・には今一つ白方程式組織が持入き
れでゐるが、それは、供給が生産によてって行はれる場合のも白ではない。

25) C.ssel :a. a. O. s. 142， 150.-:-25' Walr<民 Leon:El~!inents D'Economie Poli 
tique Pure. 19z6. p・21I.-25b吟味。)参照、
Valk， Vi'illem L.: Het thoretisclトerom:isdistdsel van Gustav Cassel， 1926. 
但しさきに述ベた様に在はまだ此の書を手r=:しないのである。
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カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
機
構
」
白
吟
味

し
得
る
の
で
あ
る

J
U
即
ち
斯
か
る
意
味
に
於
い
て
、
「
代
用
の
原
則
は
、
二
つ
の
異
っ
た
鰹
擁
思
想
を
蓮
結
す

る
橋
梁
で
あ
る
U

ざ
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
新
〈
し
て
限
界
生
産
力
設
を
以
て
す
る
カ
氏
設
の
補
正
が
企
て
ら

説

苑

れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
十
谷

第
六
披

ノ、

凹

j~ 

凹

カ
氏
設
を
基
礎
芝
し
て
展
開
す
る
宣
言
ふ
程
で
は
無
い
が
、
ヤ
ミ
ン
氏
は
葉
の
債
格
論
に
於
い
て
、
品
川
氏
説
を
、

「
近
代
に
於
い
て
債
格
問
題
解
決
の
矯
め
に
活
き
れ
わ
ん
る
研
究
の
う
も
営
世
仁
最
も
支
配
的
な
る
事
説
の
一
っ
さ

認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
さ
考
へ
、
且
つ
、
「
カ
ツ
セ

Y

が
債
格
問
題
の
解
決
の
殺
め
じ
震
し
た
貢
献
は
、
彼
が

論
理
正
し
く
且
つ
明
断
に
債
格
構
成
過
程
川
上
の
客
親
的
要
素
デ
笠
間
令
せ
し
め
に
事
じ
よ
づ
て
憤
格
論
」
仁
貰
際

上
の
準
歩
を
費
し
た
さ
言
ふ
事
に
存
す
る
一
」
さ
所
定
し
て
ゐ
る
。

シ
ユ
ム
ペ
タ
ー
は
カ
氏
誌
の
濁
創
性
を
否
定
し
て
「
均
衡
論
の
観
念
も
数
準
的
基
本
形
式
も
又
此
の
雨
者
を
精
密

じ
展
開
す
る
じ
就
て
本
質
的
な
る
事
も
す
ぺ
て

y
wて
フ
の
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
カ
ツ
セ
Y
の
一
八
九
九
年
の
論
文

は
直
接
に
7
Y
ラ
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
バ
一
ざ
言
ひ
、
慣
値
論
を
騨
護
し
て
「
債
格
理
論
の
極
め
一
て
狭
き
範
園

の
外
に
於
い
て
は
、
而
し
て
、
企
業
者
利
潤
又
は
資
本
利
子
さ
言
ム
様
な
理
論
的
問
題
に
臆
用
す
る
に
際
し
で
も

山

崎

、

、

、

障
に
、
債
値
戚
情
等
無
し
に
は
何
事
も
出
来
ぬ
事
は
確
買
で
あ
る
」
宣
言
ロ
ひ
な
が
ら
も
、
カ
ツ
セ
M
F

が
、
静
止
的

経
済
さ
言
ふ
不
可
欠
な
而
も
今
日
に
於
い
て
も
向
ほ
屡
今
不
営
に
も
看
却
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
事
佐
美
事
な
明
断
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

筆
致
で
揮
護
し
た
・
:
:
事
、
及
び
、
同
じ
く
ク
ラ

1
ク
に
由
来
し
田
川
様
に
不
可
欠
で
あ
る
所
の
生
産
の
同
時
化
ご

言
ふ
観
念
を
用
ひ
た
事
、
に
費
し
て
、
我
々
は
戚
謝
せ
ね
ば
な
ら
ね
」
ご
言
ひ
、
「
均
衡
的
債
格
の
問
題
の
取
扱
じ

於
い
て
は
貫
際
別
に
何
ち
言
ふ
必
要
は
無
い
で
あ
ら
う
、
如
何
に
も
都
合
の
い
、
臨
定
を
置
け
ば
・
:
:
如
何
な
る

Derselbe: The Principles of Wnge" 19Z8. 
ibid. Preface vii 
Derselbe; Zur Fragc dcr Grenzproduktivit五t.Sch:nolle四 Jnlubt日h，51. Jahrgang. 
，. Heft 
Derselbe; Frage S. 9・

Derselbe: Frnge S. 4・
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不
審
を
も
取
り
除
く
事
が
出
来
る
:
・
」
さ
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

高
回
数
授
は
「
生
産
係
敷
じ
つ
い
丸
」
さ
言
ふ
論
文
仁
於
い
て
特
仁
カ
氏
設
仁
鯛
れ
て
居
ら
れ
る
が
、
敷
授
仁
よ

れ
ば
、
カ
氏
読
は
「
第
一
仁
生
産
財
の
債
格
が
生
産
係
載
を
決
定
す
る
事
を
無
視
し
て
ゐ
る
。
第
二
に
生
産
数
量

に
よ
る
生
産
係
敷
の
麗
化
を
無
親
し
て
ゐ
る
。
か
〈
の
如
く
徐
り
に
多
き
仮
定
の
上
に
於
い
て
は
じ
め
て
生
産
財

の
債
格
は
あ
く
ま
で
受
働
的
の
大
き
で
あ
る
ぜ
見
る
が
如
き
諸
方
程
式
組
織
が
確
立
さ
れ
て
ゐ
ム
」
而
し
て
「
生
産

係
教
が
専
ら
技
術
の
扶
態
に
よ
り
て
明
確
に
而
し
て
一
義
的
に
(
別
に
可
能
の
し
か
た
が
無
い
様
仁
)
決
定
せ
ら
れ

る
も
の
な
ら
沼
、
今
迄
謹
ぺ
た
所
(
前
通
第
二
の
偲
定

rげ
な
取
り
去
っ
て
展
解
さ
れ
た
も
の
さ
考
へ
ら
れ
て
ゐ

る
所
の
理
論
刊
を
以
て
生
産
の
均
街
の
問
題
じ
す
ぺ
て
解
恥
仰
せ
ら
れ
た
す
」
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
〕
ご
考
へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
ぞ
「
然
し
な
が
ら
生
産
係
載
は
斯
の
如
く
一
義
的
に
従
っ
て
確
定
的
な
り
さ
言
ム
は
事
質

に
反
す
る
」
さ
言
ふ
髄
に
、
勢
力
説
成
立
の
餅
地
が
求
め
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

即
も
こ
れ
等
の
引
用
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
様
に
、
注
目
す
ぺ
き
カ
氏
評
論
は
何
れ
も
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程

式
組
織
其
の
ち
の
を
許
し
た
上
で
翁
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
Y

一
つ
我
々
は
特
殊
な
る
カ
氏
評
論
を
持
っ
て

ゐ
る
。
そ
れ
は
、
シ
ユ
ベ
タ

l
氏
が
カ
氏
読
の
評
論
を
書
く
じ
営
っ
て
津
山
の
カ
氏
説
評
論
の
中
か
ら
ご
っ

rけ

を
特
に
賞
揚
し
九
其
の
一
つ
|
|
他
の
一
つ
は
先
に
引
用
し
た
る
フ
ア
Y

ク
ー
ー
で
あ
る
所
の
、
グ
官
ム
プ

A

Y

ト
氏
の
著
書
で
あ
る
。
所
が
、
彼
の
所
論
に
は
私
の
ま

r了
解
し
得
な
い
節
々
が
あ
る
の
で
今
は
充
分
に
彼
の
思

想
を
侍
へ
得
な
い
の
で
ゐ
る
が
、
彼
は
、
「
カ
氏
設
は
厳
密
な
る
静
態
に
於
い
て
の
み
成
立
し
符
ぺ
き
も
の
で
ゐ

る
」
さ
言
ふ
見
解
に
立
っ
て
、
カ
氏
設
か
ら
動
態
に
進
み
得
ぺ
き
可
能
性
を
問
題
に
せ
ん
さ
す
る
も
の
の
如
〈
で

説

カ
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
の
機
構
」
の
吟
味

大
五

第
三
十
巻

苑

第
大
輔
副

九
二
五
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説

~ 

六
六

第
六
披

カ
ツ
セ
ル
氏
白
「
債
格
形
成
白
械
構
」
白
吟
味

第
三
十
巻

九
二
六

あ
る
。
然
し
乍
ら
、
彼
は
カ
氏
設
の
基
本
方
程
式
を
書
き
改
め
て
、
・
方
程
式
組
織
の
中
か
ら
生
産
物
の
慣
格
引
:
・

:
岳
民
び
生
産
手
段
の
債
格
匂
:
:
:
ら
等
の
要
因
を
取
り
去
っ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か
ら
.
五
じ
は
深
く
鯛
れ
な
い

で
よ
い
で
あ
ら
う
。四

カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
の
吟
味

以
下
仁
於
て
私
は
、
費
本
主
義
世
舎
の
機
構
の
研
究
上
カ
氏
読
が
有
し
得
ぺ
き
妥
営
性
の
限
界
を
、
基
本
的
方

程
式
組
織
業
の
も
の
の
究
明
ご
言
ム
一
角
か
ら
、
吟
味
せ
ん
ぜ
す
る
も
の
で
あ
る
。
蝦
h
に
ニ
貼
に
就
い
て
論
捕

す
る
事
じ
す
る
の
で
あ
る
が
、
主
眼
は
第
二
の
勤
に
存
す
る
。

開
方
程
式
組
織
何
に
閲
し
て

今
方
桂
式
組
織
mwを
見
る
仁
、
毛
れ
は

r
ケ
の
方
程
式
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
が
、
カ
氏
の
慌
定
に
従
っ
て
生
産
係

敷
さ
生
産
手
段
の
供
給
量
子
信
一
既
知
数
ざ
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
合
ま
る
、
未
知
敷
は
ん
;
:
:
九
の

n
ヶ

rげ
で

あ
る

d

従
っ
て
今
若
し
ロ
八
円
で
あ
る
な
ら
ば
、
方
程
式
組
融
mwは
未
知
数
よ
り
も
多
く
の
方
程
式
を
合
む
も
の

さ
な
る
。
此
の
場
合
、
方
程
式
組
織
何
に
合
ま
れ
る
方
程
式
相
互
間
に
矛
盾
を
生
じ
な
い
さ
如
何
仁
し
て
言
ひ
得

ゃ
う
。
今
般
り
に
矛
盾
無
し
に
成
立
し
得
る
さ
す
る
ち
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
的
に
於
い
て

r
ケ
の
有
効

な
る
方
程
式
が
奥
へ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
前
惑
の
如
く
方
程
式
組
織
何
に

於
い
て
方
程
式
の
撃
が
未
知
致
の
戴
よ
h
d
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
其
蕗
仁
於
い
て
簡
易
の
ち
の
さ
し
て
取
扱
は
れ

る
方
程
式
の
敷
だ
げ
、
金
髄
の
瞳
系
に
於
い
て
は
欠
げ
る
罪
で
あ
る
。
従
っ
て
結
局
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
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が
可
能
な
矯
め
に
は
ロ
川
は
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
資
本
主
義
祉
舎
の
機
構
に
於
い
て
ロ
八
「
の
場
合
が
無
い
ず
』

ど
う
し
て
言
ひ
得
ゃ
う
。

-究に
A
1
蝦
h
J
仁
ロ
ド
円
で
あ
る
さ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
は
成
立
し
得
る
で
あ
ら
う

か
。
カ
氏
自
ら
言
っ
て
ゐ
る
様
に
、
「
各
樟
の
生
産
物
の
各
の
生
産
が
す
ぺ
て
の
種
類
の
生
産
手
段
を
要
す
る
わ

り
で
は
無
い
か
ら
.
生
産
係
数
&
の
或
る
も
の
は
零
で
あ
る
さ
言
ふ
事
は
勿
論
で
あ
ふ
」
が
、
業
の
事
は
基
本
的

方
程
式
組
織
の
存
立
じ
無
関
係
で
あ
ら
う
か
。
此
の
酷
を
明
か
な
ら
し
む
る
矯
め
に
、

A
1
般
り
に
生
産
物
も
生
産

手
段
も
三
種
類
ゐ
る
ご
す
る
。
き
う
す
れ
ば
方
程
式
組
織
聞
は

口
同
伊
』
回

+
E
P
+
一副

f
f

f
f固
f
一回

T
3

で
あ
る
o
A
1
眠
り
に
枠
を
以
て
固
ま
れ
た
る
生
産
係
敷
を
零
で
あ
る
さ
す
る
。

き
う
す
る
芝
方
程
式
組
織
何
は

ロ
=
〉
H
，T
U
E
K
M
u
l十
回
目
〉
ω
H
M
H
H

g if 
r r 

U
岡
山

a

H
-戸
ザ

さ
な
る
。
却
も
此
の
場
合
に
も
方
程
式
組
織
何
は
像
分
の
方
程
式
を
合
む
も
の
で
あ
り
.
蝦
り
に
英
露
に
合
ま
る

、
方
程
式
相
互
間
に
矛
盾
無
し
ご
す
る
も
・
其
虞
に
於
い
て
齢
分
の
も
の
さ
し
て
取
扱
は
れ
る
方
程
式
数
だ
け
、

全
憧
の
韓
系
に
於
い
て
は
欠
げ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
が
可
能
な
矯
め
に
は
上
連

の
如
き
場
A
口
無
し
ご
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
、
然
し
な
が
ら
.
資
本
主
義
一
世
曾
の
機
構
上
上
越
の
如
、
き
場
合
無
し
さ

説

苑

力
ヴ
セ
ル
氏
自
一
債
格
形
成
の
械
構
」
白
吟
味

第
三
十
倉

大A

tェ

第
六
時
抗

ムハ七
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設

第
三
十
巻

六
ヘ

7u 

i¥. 

第
六
披

苑

力
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
械
構
」
の
吟
味

ざ
う
し
て
言
ひ
得
ら
れ
や
う
。

斯
く
の
如
く
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
は
既
に
一
つ
の
欠
陥
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
此

の
欠
陥
は
容
易
に
補
正
せ
ら
れ
得
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
は
未
だ
カ
氏
流
の
思
考
方
法
の
根
本
的
欠
陥
で
は

無
い
。
蓋
し
上
遁
の
欠
陥
の
生
や
る
所
以
は
、
方
程
式
組
織
問
に
生
産
手
段
の
憤
格

q-EE--%
が
未
知
数
ざ
し
て

合
ま
れ
居
ら
ざ
る
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
方
桂
式
組
織

m，
に
於
い
て
既
知
数
三
根
定
さ
れ
て
ゐ
る
所

の
生
産
手
段
の
供
給
量
九
一
-
一
九
を
既
知
敬
三
せ
十
、
債
格
の
画
数
ざ
す
る
事
に
よ
っ
て
、
問
題
は
容
易
に
解
決

さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
品
器
仁
プ
司
ン
氏
mw
カ
氏
評
論
を
引
用
す
る
仁
酔
闘
っ
て
、
被
や
ロ
ザ
ン
只
準
訴
の
酬
中
者
議

が
生
産
手
段
の
供
給
量
を
債
格
の
画
敷
ど
な
せ
る
事

l
|ぞ
れ
は
、
上
に
謹
ぺ
わ
ん
様
な
必
然
性
を
自
費
し
花
上
で

な
さ
れ
た
も
の
さ
は
限
ら
な
い
が
ー
ー
を
、
軽
視
す
る
を
得
な
い
も
の
さ
な
し
た
の
は
、
此
の
故
で
あ
る
。

生
産
手
段
の
再
生
産
の
問
題
に
関
し
て

¥
極
構
拳
は
、
カ
氏
自
身
強
調
し
て
ゐ
る
様
に
、
永
績
的
経
済
殊
に
不
断
の
生
産
過
程
を
研
究
劃
象
さ
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
所
が
各
車
位
期
間
に
一
定
量
の
助
が
生
産
せ
ら
れ
得
る
鋳
め
に
は
、
各
車
位
期
聞
に
一
定
量
の
生
産
手
段

が
提
供
せ
ら
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
此
の
生
産
手
段
の
或
る
も
の
は
、
其
の
軍
位
期
間
以
前
の
諸
々

の
時
期
に
生
産
さ
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
蕗
に
於
い
て
、
カ
氏
の
所
謂
「
質
物
資
本
の
再
生
産
若
く
は
補
充

過
程
」
の
問
題
が
生
や
る
わ
け
で
あ
札
。
然
る
に
我
々
が
既
に
知
れ
る
如
く
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
に
於

い
て
は
、
此
の
問
題
は
金
保
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

J

然
ら
ば
此
の
重
要
な
る
問
題
を
、
カ
氏
は
何
故
仁
葉

の
基
本
的
方
程
式
組
織
か
ら
除
外
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
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介
氏
は
斯
ふ
言
っ
て
ゐ
る
。
「
由
来
過
去
は
経
済
に
さ
っ
て
は
原
則
上
は
意
義
の
無
い
ち
の
で
あ
る
か
ら
、
此

の
分
析
は
本
来
現
時
に
始
ま
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
り
ぎ
す
れ
ば
、
我
々
は
現
在
の
利
那
に
交
換
純
梼

を
横
断
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
此
の
横
断
面
は
一
定
の
分
量
の
質
物
責
本
|
|
そ
れ
は
、
其
の
後
生
を
こ
れ

以
上
分
析
す
る
わ
げ
仁
行
か
な
い
の

rか
ら
、
原
素
的
な
生
産
手
段
さ
同
様
仁
取
扱
は
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
ー
ー

が
其
虞
仁
存
在
し
て
ゐ
る
ご
言
ふ
事
を
示
す
。
乍
併
、
此
の
買
物
資
本
を
維
持
し
、
又
は
此
の
貫
物
資
本
を
補
充

す
る
鴻
め
に
新
た
な
買
物
資
本
を
生
産
す
る
時
は
、
卒
衡
航
態
に
於
い
て
は
、
現
に
存
在
す
る
買
物
資
本
の
慣
格

が
・
次
い
で
来
る
生
産
過
程
で
生
産
さ
れ
る
質
物
資
本
の
憤
格
ぜ
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
心
。
故
に
然
る
限
り
に
於

い
て
、
債
格
の
形
成
は
絶
え
す
新
た
じ
疏
入
す
る
基
本
的
生
産
手
段
の
慣
格
に
湖
ゐ
の
で
あ
る

Q

そ
れ
故
じ
憤
格

形
成
の
見
地
か
ち
す
れ
ば
、
永
久
に
品
川
績
す
る
現
存
質
物
資
本
は
、
特
殊
の
原
素
的
生
産
手
段
さ
看
倣
し
で
も
構

は
ぬ
も
の
で
あ
る
。
乍
併
之
等
の
買
物
資
本
は
士
地
ご
同
調
す
ぺ
九
百
』
で
あ
る
」
さ
。

質
物
資
本
の
再
生
産
の
問
題
は
如
何
に
し
て
斯
く
の
如
く
基
本
的
機
構
の
研
究
か
ら
除
外
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら

う
却
。
更
に
問
題
を
限
定
す
る
な
ら
ば
、
買
物
資
本
の
一
再
生
産
過
程
を
除
外
し
た
る
思
考
方
法
は
、
如
何
に
し
て
、

質
物
資
本
の
再
生
産
過
程
を
合
む
所
の
費
本
中
義
吐
曾
の
機
構
の
研
究
に
堪
へ
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

此
の
問
題
は
、
こ
、
に
改
め
て
述
べ
る
迄
も
無
く
、
理
論
経
掛
皐
上
極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
。
私
の

こ
、
に
於
け
乙
金
固
は
、
此
の
重
要
な
る
問
題
を
究
め
つ
く
さ
ん
ご
す
る
に
は
非
守
、
た
ミ
患
に
カ
氏
説
一
つ

を
批
判
の
封
象
ざ
す
る
事
仁
よ
っ
て
、
問
題
の
緒
口
に
鯛
れ
や
う
ど
す
る
の
み
で
あ
る
。

質
物
資
本
の
再
生
産
過
程
を
除
外
し
た
る
カ
氏
流
の
思
考
方
法
は
買
物
資
本
の
再
生
庵
過
程
を
ふ
口
む
所
の
資
本

説

カ
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
の
械
構
」
申
吟
味

苑

第
三
十
巻

九

九

第
六
披

六
九

Vgl. DerseJl児 TheoretischeSozIalokononlIe， s. 24.-7， 29← 31， 33-4， 121， J 28--9， 
183-4， 
Cassel: Theoretische Sozialokonomie， s. '78-<)課 125-6頁
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設

苑

カ
ヅ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
械
構
一
の
吟
味

第
三
十
巻

九
三

O

第
六
波

じ
0 

主
義
枇
舎
の
機
構
の
研
究
に
堪
へ
得
る
で
あ
ら
う
か
、
さ
言
ふ
問
題
を
取
扱
ひ
得
る
段
階
に
ま
で
我
々
を
謹
め
乙

震
ぬ
に
、
我
々
比
先
ゃ
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
を
、
買
物
資
本
の
再
生
産
過
荏
を
考
宮
に
入
れ
た
る
・
万
程

式
組
織
じ
ま
で
改
造
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

問
題
を
簡
軍
な
ら
し
む
る
矯
め
に
、
先
今
、
連
積
す
る
一
一
一
留
守
位
期
聞
を
探
り
、
第
一
を
前
期
の
、
第
二
を
今
期

の
、
第
三
を
衣
期
の
軍
位
期
閉
ざ
呼
ぴ
、
今
期
の
軍
位
期
聞
を
考
察
の
中
心
ぎ
す
る
。
実
じ
今
期
の
矯
め
に
必
要

芯
さ
れ
る
生
産
手
段
セ
分
っ
て
、
前
期
の
翠
位
期
間
に
責
本
主
義
的
生
産
方
法
い
よ
っ
て
今
期
の
潟
め
に
生
産
さ

れ
た
る
質
物
資
本
さ
、
今
期
に
供
給
さ
れ
る
所
の
原
素
的
生
産
手
段
さ
仁
分
け
る
。
前
者
仁
麗
寸
る
生
床
手
段
は
5

種
類
存
在
す
る
も
の
ご
し
、
其
の
各
々
の
供
給
は
ら
:
E
・E・
-
其
の
各
々
の
債
格
は
し
川
・

:
L
h

で
あ
る
芝
す
る
。
而

し
て
後
者
郎
ち
原
素
的
生
産
手
段
以
r
種
類
存
在
す
る
も
の
さ
し
、
業
の
各
々
の
供
給
量
は
九
:
:
:
氏
、
其
の
各

々
の
債
格
は

q
:
:
い
ら
で
あ
る
さ
す
る
。
ム
次
に
今
期
に
生
産
さ
れ
る
享
柴
尉
は

n
種
類
あ
る
も
の
さ
し
、
其
の
各

々
の
生
産
量
は
叫
:
:
:
凡
、
業
の
各
々
の
債
格
は
D
H
・I

・
-
:
凡
で
あ
る
ざ
す
る
。
而
し
て
今
期
に
|
|
夫
期
の
忽
め

に
1

l
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
は

c
種
類
あ
る
も
の
ご
し
、
業
の
各
々
の
生
産
量
は
巳
・

:
:
Q
、
其
の
慣
格
は
札
口

:
;
刊
で
あ
る
ざ
す
る
。
均
衡
朕
躍
に
於
い
て
は
需
要
さ
供
給
さ
は
一
致
す
る
さ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

簡
草
を
期
す
る
矯
め
に

.m---a
凡
は
同
時
に
享
築
財
に
勢
す
る
需
要
量
を

.
G
:
c
u
は
同
時
に
夫
期
の
生
産

に
費
す
る
矯
め
の
生
産
手
段
に
劃
す
る
需
要
量
を
、
意
味
す
る
も
の
ざ
す
る
。
而
し
て
、
生
産
財
も
享
栗
財
も
こ

、
に
僻
定
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
居
る
さ
す
る
。
ぞ
う
す
れ
ば
、
カ
氏
擁
の
思
考
方
法
は
次
の
如
く
な
る
。

此
の
場
合
に
も
、
享
柴
財
の
債
格
に
よ
っ
て
其
の
需
要
量
従
っ
て
生
産
量
の
左
右
さ
れ
る
所
の
関
係
を
一
不
す

!

ー

!



カ
氏
の
方
程
式
組
織
何
(
そ
こ
に
於
け
る
ん
-

E

・E

・
九
は
、
我
々
の
般
定
に
よ
っ
て
・
、
凡
・
:
凡
さ
書
き
改
め
ら
れ
る
)

は
其
の
ま
、
安
営
す
る
。

[

凶

]

司

M
(
H
U
M
-
-
;
:
:
・:
F
E
)
H
Z
-

]
τ
ω
(
司

M
i
-
-

目

J
4
:
回
以
包
)
引

Zゆ

円j

qj 

」〆

11 

M-

然
る
に
衣
期
の
矯
め
の
生
産
手
段
に
つ
い
て
は
閣
題
は
斯
〈
筒
軍
で
は
な
い
。
燥
し
な
が
ら
委
細
は
後
に
通
〈

る
事
に
し
て
、
今
は
暇
h
仁
方
程
式
組
織
開
じ
照
腰
し
て
、
衣
期
の
鴻
め
の
生
産
手
段
の
需
要
最
従
っ
て
生
産
量

セ
其
の
債
格
の
画
数
ざ
す
る
む
こ
札
は
択
の
如
、
き
方
程
式
組
織
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ
れ
る
。

[

回

]

♂

(
f
i
-
-
-
・・
4
0
〉
目
。
同

日♂

(
f
i
-
-
:
:
・4
0
)
H
合同

叫

A
J

・::・
2〉
H
めの

衣
に
、
生
産
費
原
則
を
示
す
カ
氏
の
方
程
式
組
織
問
は
、
我
々
の
仮
定
に
よ
れ
ば
、
所
要
生
産
手
段
が
所
謂
質

物
資
本
さ
所
謂
原
素
的
生
産
手
段
さ
に
二
大
別
さ
れ
、
其
の
生
産
物
が
享
柴
財
さ
衣
期
の
鴻
め
の
生
産
手
段
さ
に

分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
然
る
限
、
り
に
於
い
て
書
き
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
却
も
今
、
享
襲
財
一
軍
位
を

生
産
す
る
に
要
す
る
原
素
的
生
産
手
段
を

a
質
物
資
本
を
u
f」
し
、
次
期
の
潟
め
の
生
産
手
段
一
向
単
位
を
生
産
す

る
要
す
る
原
素
的
生
産
手
段
を
b
、
質
物
責
本
を
s
y
ざ
す
る
。
然
る
時
に
は
、
カ
氏
の
方
程
式
組
織
閉
じ
倣
っ

て
享
業
財
に
つ
い
て
は

説

苑

カ
ヴ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
械
構
」
白
吟
味

第
三
十
巻

カ」

第
宍
競

じ
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な
る
方
程
式
組
織
が
得
ら
れ
る
。
更
に
吟
味
刊
に
従
っ
て
、
生
産
手
段
の
供
給
量
を
債
格
の
画
数
さ
す
る
。
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、.-

般
定
に
従
っ
て
、
生
産
係
数
を
既
知
数
三
す
る
。
ぞ
う
す
る
ず
」

U

上
越
の
方
桂
式
組
織
じ
合
ま
る
、
未
知
敷
の
教

は
方
程
式
の
敷
中
し
正
に
一
致
す
ゐ
。
他
つ
C
慣
格
形
成
の
機
構
は
究
め
得
ら
れ
た
か
に
見
え
る
。

上
逃
せ
る
所
じ
よ
っ
て
我
々
は
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
を
、
貰
物
資
本
の
再
生
産
過
程
を
考
慮
に
入
れ

，
た
る
方
程
式
組
織
に
ま
で
故
遣
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
や
我
々
は
、
我
々
の
問
題
を
取
扱
ひ
得
る
段
階
に
ま

で
進
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
今
一
歩
深
く
準
ま
ね
ば
な
ら
ね

U

問
題
は
、
上
過
の
方
程
式
組
織
が
成
立
し
得
る
矯
め
に
は
、
今
期
に
於
い
て
生
産
の
矯
め
仁
必
要
さ
き
れ
る
生

産
手
段
の
量

LE--:凡
及
び

aE・
E・
-
-
弘
、
及
び
其
の
債
格

q
:
-
n
v
及
び
h
:
-
L
、
が
先
づ
未
知
数
ざ
し
て
考

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
さ
言
ふ
黙
に
存
す
る
。
今
期
に
必
要
ざ
さ
れ
る
原
素
的
生
産
手
段
の
量
凡
:
:
:
孔
及
び
其

の
債
格
白
・
・
:
も
が
今
期
に
於
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
ぜ
言
ふ
事
は
、
勿
論
韓
系
を
不
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
は

な
い
が
、
然
し
.
前
期
に
於
い
て
今
期
の
鴻
め
じ
生
産
さ
れ
る
所
の
買
物
資
本
の
量
及
び
債
格
が
今
期
に
於
い
て

始
め
て
決
定
さ
れ
る
さ
言
ふ
事
は
、
前
期
の
生
産
物
り
債
格
が
一
般
に
未

r決
定
さ
れ
ざ
る
事
を
意
味
す
る
。
而

設

苑

カ
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
田
械
構
」
白
吟
味

f二

第
三
十
巻
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第
六
務
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カ
ツ
セ
ル
氏
の
て
債
格
形
成
の
棟
株
-
D
吟
味

第
三
十
巻

::IL 

四

第
六
務

一じ
PLl 

し
て
前
期
の
生
産
物
の
債
格
が
一
般
に
未

r決
定
さ
れ
ぎ
る
以
上
は
、
同
様
の
理
由
仁
よ
っ
て
、
其
庭
に
於
い
て

所
要
ざ
さ
れ
る
生
産
手
段
の
量
及
び
債
格
が
未
だ
決
定
し
特
ら
れ
ぎ
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
同
様

の
理
由
に
よ
っ
て
、
前
々
期
の
生
産
物
の
慣
格
が
一
般
に
未
だ
決
定
し
得
ら
れ
ぎ
る
事
を
意
味
す
る
。
斯
〈
し
て
無

限
に
前
期
へ
前
期
へ
さ
波
及
す
る
。
同
様
に
、
今
期
の
生
産
物
の
置
格
が
決
定
ち
れ
得
る
品
川
め
仁
は
‘
次
期
の
矯

め
に
今
期
に
於
い
て
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
の
量
G
:
:
:
G及
び
其
の
債
格
d
i
-
-
刊
が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

然
し
な
が
ら
カ
氏
流
の
思
考
方
法
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
失
期
の
生
産
物
の
債
格
の
決
定
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
決
定

さ
れ
る
。
然
ゐ
に

μ

次
期
の
州
産
物
の
憤
格
の
決
定
は
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
克
じ
吠
々
期
の
少
ぐ
れ
じ
依
存
す
ら
も

の
さ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
斯
く
し
て
何
虞
ま
で
行
く
も
債
格
は
其
の
突
の
期
の
債
格
の
決
定
に
依
存
す
る
の
で
あ

る
。
果
し
て
然
り
ざ
す
れ
ば
、
債
格
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
得
る
か
。

今
若
し
衣
の
事
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
カ
氏
涜
の
思
考
方
法
に
於
け
る
此
の
欠
陥
を
除
去
す
る
遣
が
そ
こ
に
求

め
得
ら
れ
る
で
も
ゐ
ら
う
。
ぞ
れ
は
、
今
期
じ
於
い
て
次
期
の
勉
め
に
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
の
量
巳
:
;
:
巳
及

び
其
の
債
格
札
口
:
:
%
が
今
期
に
於
い
て
決
定
せ
ら
れ
得
る
も
の
さ
な
す
事
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
事
は

l
l其

の
場
合
、
衣
期
の
矯
め
に
生
産
さ
れ
る
生
産
手
段
の
債
格
が
今
期
に
於
い
て
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
得
る
か
Y
既

に
問
題
で
あ
る
が
、
今
は
般
ら
に
そ
れ
を
措
く
さ
し
て
|
|
必
然
的
に
、
今
期
に
必
要
ざ
さ
れ
る
買
物
資
本
の
量

a::u-a及
び
其
の
慣
格
h
・
:
L
H
を
も
既
知
数
さ
し
て
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
意
味
す
る
。
蓋
し
、
苛
し
く

ち
研
究
の
劃
象
を
蓮
積
的
な
る
も
の
さ
考
へ
る
限
り
、
ぞ
れ
は
障
に
前
期
に
於
い
て
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
さ
考

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
然
る
に
其
の
事
は
、
我
々
の
方
程
式
に
封
し
て
重
大
な
る
意
味
を
有
す
る
。
蓋
し

〆



先
ゃ
、
今
期
に
所
要
な
ろ
生
産
手
段
の
量
が
既
知
数
ご
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
矯
め
に
、
然
る
限
'
り
に
於
い

て
、
坪
味
引
に
於
い
て
閉
に
さ
れ
た
所
の
欠
陥
が
方
程
式
組
織
。
中
に
必
然
的
に
織
り
込
ま
れ
る
c

・
次
に
、
我
々

の
方
程
式
組
織
は
既
仁
等
教
の
方
桂
式
さ
未
知
数
さ
を
合
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
更
に

L
E
-
-
-
Kを
も
既
知
数

ざ
し
て
恥
扱
ふ
事
に
す
る
な
ら
ば
、

5

ケ
だ
け
の
憐
分
の
方
程
式
組
織
が
挿
入
さ
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
誕

っ
て
此
の
単
に
活
踏
を
見
出
す
事
は
一
小
可
部
で
あ
る
。

剖
も
カ
氏
の
鰹
系
は
、
字
架
財
じ
劃
す
る
需
要
曲
歌
ぜ
生
産
手
段
の
供
給
画
数
さ
生
産
係
載
さ
が
輿
へ
ら
れ
て

ゐ
る
場
合
に
一
定
の
均
衡
が
成
立
し
得
る
矯
め
に
は
今
期
の
質
物
資
本
の
債
格
が
何
程
で
あ
ら
お
ば
な
ら
幻
か
さ

言
ふ
問
題
ざ
し
て
取
扱
ひ
得
ぺ
き
場
合
ド
闘
し
て
の
み
、
成
立
し
得
乙
の
で
め
る
。
而
し
て
斯
か
る
糟
系
が
一
慮

不
断
の
生
産
過
程
の
分
析
で
あ
り
符
る
の
は
、
ロ
ハ
完
全
な
る
静
態
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
従
っ
て
カ
氏
の
如
く
、

均
等
的
蹟
張
的
均
衡
の
場
合
に
ま
で
適
用
せ
ん
ざ
す
る
は
“
既
に
安
営
の
限
界
を
侵
す
私
の
で
あ
る
。

五

大

要

カ
氏
の
枇
曾
経
済
原
論
は
今
日
の
皐
界
に
於
い
て
最
も
優
れ
た
る
も
の
芝
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
カ

氏
の
「
債
格
形
成
の
機
構
」
に
於
け
る
基
本
的
方
程
式
組
織
は
、
此
の
枇
曾
経
梼
原
論
会
港
の
精
髄
で
あ
る
。
の
み

な
ら
や
、
其
の
妥
営
の
限
界
佐
明
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
我
々
は
其
蕗
に
資
本
主
義
枇
曾
の
機
構
の
分
析
の
基
礎

を
見
出
し
得
る
で
も
あ
ら
う
か
ら
1
1
1
そ
れ
が
甘
ザ
ン
ヌ
皐
汲
さ
如
何
な
る
聞
係
に
あ
る
に
せ
よ
|
|
理
論
経
済

拳
上
も
極
め
て
重
要
な
る
理
論
で
あ
る
。
所
で
、
今
日
ま
で
カ
氏
設
に
劃
し
て
翁
さ
れ
た
る
評
論
は
何
れ
も
1

此

設

カ
ツ
セ
ル
氏
の
「
債
格
形
成
の
械
構
」
白
吟
味

第
六
甥

-[二

五

第
三
十
巻

九
三
五

:jls 

尤も、此の勘は事質上は、何等重要性を持たぬであらう、又、斯〈し亡、 Sl
…・田5sが既知獄と考へる事陀なれば、必然的κ [8]〆の方格式組織は無定康
となる。
此の慰の詳細は他日に譲る。

51) 

52) 



設

方
ツ
セ
ル
氏
自
「
債
格
形
成
田
機
構
」
白
吟
味

七
六

第
三
十
巻

大b

~ ，、

苑

第
大
披

の
基
本
的
方
程
式
組
織
の
委
営
の
限
界
を
深
く
吟
味
せ
ざ
る
も
の
の
如
く
で
ゐ
る
。
然
る
仁
阜
昆
じ
よ
れ
ば
、
此

の
基
本
的
方
程
式
組
織
は
先
守
、
一
、
生
産
手
段
の
種
類

r
が
生
産
物
の
種
類

n
よ
り
も
小
で
あ
る
事
、
二
、
生

産
係
数
の
う
も
零
さ
考
へ
ら
る
べ
き
も
の
の
配
合
工
合
に
よ
っ
て
方
程
式
組
織
の
破
壊
さ
れ
ざ
る
事
、
を
前
提
す

る
も
の
で
め
る
、
さ
言
ム
事
を
カ
氏
は
看
過
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
且
つ
、
斯
か
る
前
提
は
、
資
本
主
義
一
枇
曾
の

機
構
ご
し
て
必
熱
的
で
は
な
い
九
尤
も
、
此
の
黙
は
、
生
産
手
段
の
供
給
量
を
憎
格
の
曲
敷
、
E

す
る
事
じ
よ
っ
て
容

易
に
補
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。
(
以
上
吟
味
川
)
次
に
、
カ
氏
の
方
程
式
組
織
は
質
物
資
本
の
再
生
産
の
問
題

を
敵
意
に
除
外
日
る
も
の
で
あ
れ
¥
若
し
そ
れ
営
方
程
式
組
織
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
え
久
仁
償
格
の
決
定
な
見
得

ざ
る
機
構
ご
な
る
。
而
し
て
此
の
欠
陥
は
、
一
定
の
方
法
仁
よ
っ
て
除
去
せ
ら
れ
る
の
で
め
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、

一
方
所
要
質
物
資
本
の
量
を
既
知
数
さ
考
へ
る
事
を
要
求
す
る
限
り
に
於
い
て
、
吟
味
聞
に
遁
*
へ
た
所
の
欠
陥
を

方
程
式
組
織
の
中
に
合
ま
し
め
る
事
さ
な
る
の
で
あ
り
、
他
方
所
要
質
物
資
本
の
債
格
を
既
知
数
ず
」
考
へ
る
事
を

要
求
す
る
限
り
に
於
い
て
齢
分
の
方
程
式
を
生
悲
し
め
る
の
で
あ
る
。
却
も
只
、
字
架
財
に
劃
す
る
需
要
曲
載
さ

生
産
手
段
の
供
給
曲
教
さ
生
産
係
載
さ
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
一
定
の
均
衡
が
成
立
し
得
る
矯
め
に
は
今
期

の
買
物
責
本
の
慣
格
が
何
程
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
ご
言
ふ
問
題
ご
し
て
考
へ
得
ら
る
ぺ
き
場
合
に
つ
い
て
の

み
、
カ
氏
の
基
本
的
方
程
式
組
織
は
安
営
し
得
る
の
で
あ
る
。
(
以
上
吟
味
伺
)

一
九
三

0
・
凹
・
七

柘l

五
二
一

O

カ日
筆
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